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1 はじめに 

本研究は、サブスクリプションサービス

(以下「サブスク」)の共通の収益モデル

の構成、問題点の把握を通じ、サブスク

リプションの特性を最大限活用するた

めの条件の構成と、サブスクが最も適す

る商品を探すことを目的としている。 

2 研究と調査の手法 

 (1)春学期より継続して事例収集と文

献調査を行い、(2)収集した事例の深堀

り。具体的には、同じ製品を買い切りモ

デルで購入した場合との比較を行い、事

例から浮かんだ商品のコスト性質の分

析を実施した。 

3 フィッシュモデルと損益分岐点 

  サブスクは短期間で一気に収益を高め

るよりも、長期的な収益と顧客接点の維持

をもって、経営の基盤を手堅いものとする

ことに向いた支払形態である。失敗したサ

ービスの中には短期的に利益を上げようと

して失敗した事例も多くあり、決して無敵

の収益モデルであるとは言えない。 

 ここで重要になってくるのが、フィッシ

ュモデルというサブスク独特の損益モデル

である。これは、損益をグラフに示した際に

損益分岐点までのコストと利益の変動が魚

拓のような形になることからこう呼ばれる。 

 このモデルから、サブスクはキャッシュ

レスと同様、サービス開始序盤は採算度外

視で振舞い、顧客獲得に貪欲でなければな

らないという言える。 

4 サブスク成立と最適解商品 

 サブスクは顧客と企業のコネを強固なも

のにできる。顧客は毎月利用料を支払い、企

業がサービスを継続して提供していくとい

うのがサブスクのあるべき姿である。 

それゆえ、そのサービスが扱う製品が高く

手が出にくいものであればあるほどサービ

スをもって顧客の心をキャッチできる。一

方で、消耗品と食品であっても、何度も買い

替える定期購入という形で顧客と取引を重

ねることができる。 

 情報の非対称性とライフサイクルもここ

に関わってくる。手続きが煩雑であればあ

るほど、手続き代行という形でサービス展

開が可能であるし、車検などメンテナンス

が必要であればそれもサービス需要が見込

めることになる。 

 そのため、扱う商品を所有するにあたり

どのようなコストがかかるかを把握するこ

とがカギとなる。 

 これらから導き出せる条件は、 

1. 維持費、交換など継続した負担が発

生する商品が対象であること 

(課税対象であればなおよい)  

2. 購入の際に情報の非対称性が発生す

る商品が対象であること 

3. 商品寿命が極端に長い、もしくは短

い商品が対象であること 

の 3 点となる。この中のいずれか 2 点を

満たす商品こそが、サブスク適性の高い

商品であると言えるだろう。 
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